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はじめに 

 

 平成２６年に策定された第 2 期「ひょうご教育創造プラン」の４つの基本方針の中の一

つに「自立して未来に挑戦する態度の育成」があります。変化の激しい時代にあって、子

どもたちがそれぞれの個性や能力に応じて生き抜いて行くには、生涯学び続けていく姿勢

を身につけることが大切です。その一環として「兵庫型体験教育の推進」があげられてい

ます。特別支援学校では、平成２６年度より、これまでの行われていた「YU・らいふ・サ

ポート推進事業」と「障害児の自然体験活動推進事業」を統合して、新規の「特別支援学

校交流・体験チャレンジ事業」がスタートいたしました。これは、児童生徒の自立を目指

した地域との交流活動や自然体験活動・社会体験活動を展開していくものです。 

 交流教育活動では、近隣小・中・高校との学校間交流、小中学部の居住地校交流、県立

神戸甲北高校との「交流及び共同学習」、北区ボランティア協議会の支援のもと、地域人材

を活用して行った交流鑑賞会など多岐にわたって取り組みました。 

 かがやき神戸主催の地域ふれあい祭りへの参加や桜の宮ふれまちセンターでの作品展示、 

イオン北モールやコープデイズ神戸北町店での校外作品展は地域の力強い支援で行え、今

後新しい発展の可能性がある取組みとなりました。児童生徒が交流を通してお互いに成長

していくには、今後も合理的配慮の観点を踏まえた指導や支援をさらに進めていくことが

重要です。 

 また、自然体験活動では小学部４・５・６年、中学部１・２年が、「野外や公共施設を利

用する活動や宿泊を伴う集団活動を通して、生活経験を広げるとともに、主体的に活動す

る力をつける」ことを目的に実施しました。つけたい力を明確にして指導計画を作成し、

活動を工夫しながら、事前事後指導もしっかり行い、ＰＤＣＡによる改善も進めています。 

 これらの活動を行う中で、児童生徒達は、多くの人たちと言葉を交わし、感情を共有す

る体験をしながら、社会性や人間性を育て深めていくことができていると確信しています。 

 今後も地域の特別支援教育のセンター校として、多くの方々とふれあいながら、開かれ

た学校づくりを目指していきます。また、共生社会の形成に向けて、障害者の権利に関す

る条約に基づくインクルーシブ教育の理念を実現するためにも、この交流活動の輪をさら

に大きなものにしていきます。 

今後とも各関係者の皆様方のご理解ご支援をお願いいたします。ありがとうございまし

た。 

 

  平成２７年 3月 

                          兵庫県立神戸特別支援学校 

                             校長  中田 浩嗣 



事業の概要 

 

Ⅰ 事業名 

   兵庫県立神戸特別支援学校「体験チャレンジ事業」 

 

Ⅱ 趣旨 

   県立神戸特別支援学校（以下「本校」という）が、家庭及び地域社会等との連携のもと、児童生

徒の障害の実態に応じた特色ある取組を行ない、社会性を養うとともに、自立し社会参加するため

の基盤となる「生きる力」の育成を図る。 

   また、この取組を通して、学校の活性化と地域社会への特別支援教育の理解啓発を推進する。 

 

Ⅲ 事業実施期間  

   平成２６年度  １年間 

 

Ⅳ 実施内容及び担当分掌 

 社会参加活動 

・ 交流教育の推進 

・ 地域の施設・人材等を活用した地域交流活動の実施 

・ 地域の特別支援教育のセンター的役割を果たすための情報発信活動 

・ その他、本校が実態に応じて創意工夫し、自主的・主体的に実施する活動 

 

Ⅴ 事業推進組織 

 ＜体験チャレンジ事業推進委員会＞ 

 地域の関係各団体の代表者 

  兵庫教育大学大学院准教授                      石橋 由紀子 

  社会福祉法人陽気会理事長おかば学園児童発達支援管理責任者      川崎 則子           

  桜の宮ふれあいのまちづくり協議会                  相川 光一 

  きた障害者地域生活支援センター所長                    大久保 敏則 

  北部地域障害者就労促進センター長                  冨田 道隆  

 保護者    ＰＴＡ会長                       藤尾 さおり 

        同窓会長                        柳   佐知子 

 

 本校職員   校長                          中田 浩嗣          

教頭                          西村 惠子  

                           森口 隆司                                          

        事務長                         八瀬 英夫 

        総務部長                        政本 茂雄 

交流教育部部長                     三好 敏之 

                             

          

             

          



       近隣の高等学校との交流及び共同学習 
 

神戸甲北高等学校甲北祭に参加＆見学 

 

６月 13 日（金）の午後、県立神戸甲北高等学校の文化祭「甲北祭」に高等部 1．2 年生が参加・見学

に行きました。本年度、県立神戸甲北高校本校は対震工事中のため、旧鈴蘭台西高校（旧校舎）で行われ、

急遽スクールバス 3台で西鈴蘭台まで駆けつけました。 

この日は体育館でのステージ発表で、神戸甲北高等学校のダンス部が素敵なダンスを披露してくれまし

た。音楽にのってピッタリと息の合った踊りが印象的でした。本校２年生が全員でステージに立ち、ポピ

ュラーな「ハピネス」を歌いました。県立神戸甲北高等学校の生徒もステージの下から一緒に応援してく

れました。次にくるみ割り人形の「トレパック」という曲でボディパーカッションを甲北生とともに演奏

をしました。甲北生と本校生徒が自信を持って歌を歌ったり、演奏を披露できたりする交流になりまし 

た。 

最後に、本校高等部生徒会長小塩君が甲北祭に招待していた  

だいたお礼を述べました。展示部門ではボランティア部の発表  

教室内で、本 校生徒の美術や家庭科の作品を展示しした。 

 

 

    神戸甲北高等学校生徒と交流及び共同学習 

 

「食品製造」「社会福祉」に高等部２年生が、「生活文化」に高等部 1年生が参加しました。食品製造に

おいて「きなこ飴」の調理実習をしました。「食品製造」が 2 回、「社会福祉」が 3 回（3 回目は H27.1

実施予定）、「生活文化」が 2回と神戸甲北高校の耐震工事が終了した 2学期に受講を始めました。 

 10 月には「茶文化と作法」、11 月には高等部 3 年生の「素描」の授業が予定されています。恒例の高

校生のボランティア講座は 9月 5日（金）、高等部 3年生が「家庭

/美術」で、9月 12日に本校高等部２年生の「全体音楽」の授業で、

9月 19日（金）に高等部 1年生が「音 「全体音楽」で交流しま

した。神戸甲北生徒が 29名も各学年の社会福祉の授業に参加、一

緒に交流授業を受けました。 

県立神戸甲北高等学校の授業に参加した生徒は、同じ高校生と   

して一緒に授業に参加したことが貴重な体験となっています。来  

年度も継続して実施していきたいと考えています。                                                                   

                        

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア講座交流（美術）              （美術）                  

高等部 
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北区ふれまち協議会 

 

   

1 学期は「フラダンス」、2 学期は「日舞」と各学年の音楽の時間で踊っていただきました。一緒に楽

しく踊ることができました。 

3学期も「和洋アンサンブル」演奏を楽しみました。 

 

神戸甲北高等学校との交流及び共同学習 

 

今年度もお互いの学校の授業に参加する形での交流及び共同学習を 

実施しました。 

★神戸甲北高等学校で実施した授業 

(1) 「交流福祉と共生」「生活文化の研究」（高等部１、２年生が参加）    

   ・授業内容  一緒にゲームをする。                     「交流福祉と共生」                                         

 ・実施回数  ９月（２回）  

 

(2) 「茶文化と作法」 （高等部１年生が参加） 

・授業内容   お茶をいただき、自分も点てる経験をする。                                   

・実施回数  １０月（２回） 

                

(3) 「食品製造」 （高等部２年生が参加）                    

   ・授業内容  クッキーや飴の調理と包装。                 

   ・実施回数  ９月～１１月（２回）                  



★本校でも実施した授業 

(4) 「美術Ⅱ」   （高等部３年生が参加）                           

   ・授業内容  甲北生が、本校 3年生の学習発表会の練習を見学し 

甲北高校に戻ってそれを素描にする。        

   ・実施回数  9月（１回）                                               

                                                             

                           

                                          

 

 

 

 

神戸甲北高等学校の授業に参加した生徒は、同じ授業を受けたという自信を持つことができるな 

どとても貴重な体験となっています。来年度以降も継続して実施していきたいと考えています。 

 

神戸甲北高等学校が本校作品展に交流展示 

 

 2月 14日（日）に行われた本校作品展に、神戸甲北高等学校生徒 

の美術、書道の授業作品を出展していただきました。 

デッサンや書道の素敵な作品にしばし足を止める生徒や保護者の姿が 

ありました。 

 

 

                                                   

 

 

神戸弘陵高校サッカー部との交流練習（第１回） 

 

落ち葉舞う晩秋の 11月 17日月曜日、本校グラウンドにおいて、

神戸弘陵高校サッカー部と本校サッカー部の交流練習が行われま

した。交流のために、少し早い目に 3 時 15 分過ぎには 神戸弘

陵高校サッカー部の一年生部員が姿を見せてくれました。 

最初は少し緊張気味の双方の部員たちでしたが、柔軟体操、ラ

ンニング、パス練習の後は少しずつ会話も弾んできました。お互

いに打ち解けてきたところで混成メンバーを 4 チームに分けての

ミニゲームが行われました。ゲームは弘陵サッカー部員の絶妙な

パスを受けた本校サッカー部員がシュートを決める場面も時折み

られ、盛り上がりました。 

神戸弘陵高校のサッカー顧問森先生の言葉。「全国大会に出場した選手はもちろん、最近はほとんどの選手

が神戸特別支援学校との親睦交流試合を経験しています。」 

1時間余りの練習時間があっという間に過ぎ、充実した交流を行うことができました。 

 

 

 

 

 



神戸弘陵高校サッカー部との交流練習（第 2回） 

 

新年早々、始業式終了後１０日余りで神戸弘陵学園高等学

校とのサッカー部交流が実現しました。本年度２回目の部交

流です。1月 19日（月）本校グラウンドにおいて３時過ぎから１

時間半余りの予定で行われました。神戸弘陵学園高等学校

生で前回 11 月に参加していない生徒を中心に１年生の部員

約 20 名が参加しました。半時間ほど交流して、お互いに打ち

解けてきたところでミニゲームが行われました。 

平成 25 年度高校サッカー全国大会出場、2 回戦突破の実

績のある神戸弘陵サッカー部。（本年度は地区予選で準々決

勝敗退という不運でした。）コーチは森先生という方で、サッカ

ー部員は何と各学年 40 名以上いるという充実ぶりです。本校

は三村先生の指導の下、３月の公式試合に備えて練習に励

んでいるところです。半時間余り、ランニングや柔軟練習をし

て、楽しみにしているミニゲームをたっぷりとすることができまし

た。神戸弘陵学園高等学校生と本校生徒との混合チームで 

6チームができ、それぞれ試合を楽しむことができました。 

 

まとめ 

 

本年度も神戸甲北高等学校との交流及び共同学習を中心に、神戸弘陵学園高校との部活動交流がありました。

交流を重ねることで、同じ地域で学ぶ同世代との人間関係の広がりや社会性を伸長が図られたと感じました。

生徒たちの生き生きとした表情が見られたり、大きな声が出たりする場面も見られ、交流活動を楽しんでいる

ことがうかがえました。今後も交流活動を継続し、より一層の親密な交流を目指して取り組んでいきたいと思

います。 

 

 

 

 



＜ 神 養 ま つ り ＞ 

神養まつりは、毎年１１月に開催される本校ＰＴＡ最大のイベントです。桜の宮ふれあいのまち

づくり協議会の皆様をはじめとする地域ボランティアや、近隣の中学、高校、大学生のボランティ

ア、本校の先生方など、たくさんの方々に支えていただきながら歴史を重ねてきました。毎年たく

さんの方々が本校に遊びにきて下さいます。子供たちにとってはもとより、保護者にとっても、心

おきなく楽しめるおまつりにしたい、そんな思いで役員一同、企画・運営しています。地域の方々

に神戸特別支援学校を知っていただく場であったり、また、卒業生にとってはつどいの場であった

り、異動された懐かしい先生にお会いする場でもあります。さまざまな方に出会える、そして新し

い自分にも出会える場が神養まつりです。 

 

【神養まつりの内容】 

・日時  平成 26年 11月 8日（土）10:30~13:30 

・場所  県立神戸特別支援学校 

・内容  アトラクション  10:30~11:40  体育館 

     バザー・模擬店    11:50~13:00  体育館 

         体育館横プレハブ校舎 

    ゲーム      12:10~12:50  体育館 

    くじ引き大会   13:00~13:20  体育館 

 

［アトラクション］ 

１. オープニング祝い太鼓〈本校和太鼓部〉 

和太鼓部による、華やかなオープニングの祝い太鼓で神養まつりの幕があきました。はじまり太

鼓、みのり祝い太鼓、三宅太鼓と練習の成果を披露してくれました。オープニングにふさわしい元

気いっぱいの演奏で、一気に盛り上がりました。 

２．生徒会発表 

 毎年恒例の生徒会の発表の今年のテーマは「給食」でした。劇あり歌ありダンスありで、会場も

巻き込んで歌とダンスで楽しみました。 

３．神養バンド with小部峠ブラザーズ&シスターズ 

 有志の先生と音楽部の生徒によるプロ顔負けの素晴らしいバンド演奏で、会場も盛り上がりまし

た。 

４．ウエイトリフティング部&トレーニング部発表 

 毎年恒例のウエイトリフティング部のデモンストレーションは、迫力

があります。大きな大会で入賞されている生徒もいて、そのパフォーマ

ンスに会場もわきました。はばタンも飛び入り参加で、バーベルを持ち

上げていました。 

 

５．微青年隊〈本校教師〉 

 今年の微青年隊は、流行にのり「アナと雪の女王」や「妖怪ウォッ

チ」をモチーフにしたパフォーマンスに会場は大盛り上がりでした。 

  

 

 

 



 

［バサー］ 

＊バザー出店一覧＊ 

・たまも園 ・作業所のぞみ ・七つの海 ・はっちピヨピヨ  

・プリウス ・いいかげん ・みのたに園 

・本校文化部（PTA） 

 

［模擬店］ 

＊模擬店出店一覧＊ 

・カレーショップこころわ－カレーライス 

・本校 PTA－フランクフルト、パン、おにぎり、ワッフル、 

 お菓子、デザート、お茶＆ジュース、からあげ、 

たこ焼きボール                  

・同窓会 － コーヒー、紅茶、マドレーヌ 

［ゲーム］  

・学生ボランティアのみなさんや先生方によるゲームコーナー（スナックゴルフ、輪投げ、 

さかな釣り） 

小学部から高等部までの児童生徒はもちろん、兄弟・家族など、年齢を越えて楽しみました。 

 

［くじ引き大会］ 

締めくくりは、くじ引き大会。ボランティアで参加

してくださっている甲北高校の生徒のみなさんに進行

をお手伝いしてもらいながら、自分の番号が引かれる

か！とみんなドキドキわくわくしながら参加しました。

くじ引きの券は、本校と他校の生徒とバザー出店くだ

さっている本校の先輩方等にお配りしました。 

 

 

【最後に】 

  神養まつりは、毎年多く方にご協力いただいて、とてもすばらしいあたたかいおまつりになっ

ています。本校の子どもたち、保護者同士、保護者と先生方、先生方同士、そして地域のみなさ

ん、本校児童・生徒と同年代の地域の学校の生徒たち、たくさんの出会いの中で、たくさんの笑

顔に囲まれ、毎年開催できることをとてもうれしく思っています。 

夏休み前から少しずつ、ＰＴＡが中心となり準備を行っています。大きなおまつりなので、運

営していくことには大変な面も多いのですが、その時その時でできることをできる人がやり、前

年から引き継がれたことをいかして模索し、みんなで協力しながら続けています。「継続は力な

り」と申しますが、今後も地域とのつながり、保護者と先生と生徒たちとが協力しあって、より

よいおまつり、そしてよりよい関係を築いて、学びやすい学校、住みやすい地域となる一助にな

るように続けていきたいと思っています。 

  

 

  



＜土曜なかよし活動＞ 

 

１ はじめに 

 土曜なかよし活動は、児童生徒達が主体的に有意義に休日を過ごせるよう支援をするために行う活

動です。今年度は３回実施しました。ＰＴＡの土曜なかよし部が中心になって計画し、職員がそれを

サポートしています。また近隣の学校から学生ボランティアも参加し、本校児童生徒との関わりを深

めています。活動の計画、実施はＰＴＡが主に担っていますが、外部ボランティアへの協力依頼やサ

ポートは本校交流教育部が担っており、ＰＴＡと学校が協力して作り上げている活動だと言えます。 

今年度も、大勢の児童生徒と保護者、卒業生、ボランティアの集まる楽しい活動となりました。 

 

２ 活動の趣旨 

どの活動も児童生徒たちが主体的に活動できるものとなるよう配慮しています。また、近隣の学校

からの学生ボランティアだけではなく、地域社会との連携も大切にしていて、ふれあいのまちづくり

協議会や、神戸市社会福祉協議会障害者スポーツ振興センターの協力を得た活動も行いました。学生

ボランティアには、交流教育部が毎回オリエンテーションでボランティアの心得などを話し、スムー

ズに本校児童生徒とかかわれるように支援しました。 

 

３ 活動の概要 

（１）活動日および活動内容 

 活動日 活動内容 活動場所 主な協力団体 

１ ５月３１日 グランドゴルフ 本校グランド 桜の宮ふれあいのまちづくり協議会 

２ １０月１８日 とんで！はずんで！たのしいスポーツ！ 本校体育館 
（社福）神戸市障害者スポーツ振

興センター 

３ １２月２０日 クリスマスコンサート 本校体育館 神戸甲北高校吹奏楽部 

 

（２）参加者数 

 活動内容 小学部 中学部 高等部 卒業生 家族 
外部

ボ ラ ン テ ィ ア 

出演等

協力者 
教職員 全参加者 

１ グランドゴルフ  ２ ５ ２ ３ １１ １６ １１ １２ ６２ 

２ 楽しいスポーツ１ ６ ６ ２ ０ １８ １０ １１ １１ ６４ 

３ クリスマスコンサート ４ １０ １１ ４ ３３ ２９ １４ １４ 119 

計 １１ １７ ２３ ５ ７１ ３０ ３５ ４１ 233 

 

４ 各回の様子及び反省 

第１回  グランドゴルフ （５月３１日） 

桜の宮ふれあいのまちづくり協議会の協力を得て実施しました。

まちづくり協議会の方々の指導のもと、学生ボランティアに励まさ

れながらグランドゴルフに挑戦しました。ゴールを目指してみんな

一生懸命がんばっていました。最後に成績優秀者は表彰状をもら

い、参加者全員がまちづくり協議会の方々が用意してくれた参加

賞のお菓子をいただき、とても嬉しそうでした。 

 

 

 

 



第２回  とんで！はずんで！たのしいスポーツ！ （１０月１８日） 

（社福）神戸市障害者スポーツ振興センターの方々の指導のもと、リズム運動やサーキット運動等

を楽しみました。ミニトランポリンやファシリテーションボールを充分に用意していただき、普

段経験できない様々な運動を楽しむことができました。神戸親和女子大学の学生ボランティアの

方とも次第にうちとけていって、一緒に運動を楽しむ様子が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回 クリスマスコンサート （１２月２０日） 

 お隣の神戸甲北高校吹奏楽部によるコンサートは、今年で１１回目となりました。クリスマス

ソングを中心に今年の流行曲やみんなが知っている曲を楽しく演奏していただき、楽しいコンサ

ートになりました。今年の流行曲では、「妖怪ウォッチのテーマソング」でした。演奏に合わせて、

みんなで楽しく踊って盛り上がりました。また、大好評の「指揮者体験コーナー」では、１０人

くらいの児童・生徒が体験しました。挑戦した子どもたちは、名指揮者の気分を味わいました。  

吹奏楽部が自分に合わせて演奏してくれた時の満面の笑みが印象的でした。最後にはサンタさん

とトナカイさんが登場。お菓子のプレゼントが配られました。児童生徒のみでなく、出演者やボ

ランティアの方々にも感謝の気持ちのこもったプレゼントが配られ、和やかにコンサートは終了

しました。 

プレゼントや吹奏楽部の方々への花束等の経費は、ＰＴＡ活動費から支出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ おわりに 

毎年 3学期に第 4回の土曜なかよし活動を行っていました。しかし、昨年度、雪のため中止になっ

たことを踏まえ、気候条件や健康面等検討した結果、今年度から、2 月という厳寒期の土曜なかよし

活動はなくすことになりました。年 3回になりましたが、毎年継続して行っている活動ということで、

前年度の反省を生かしつつ、スムーズに運営できました。参加人数も前年度並みで、活動の毎にＰＴ

Ａの土曜なかよし活動部役員が活動報告を作成し、構内に掲示しました。 

ボランティアとして参加していただいた近隣校は、神戸甲北高校、神戸北高校、神戸親和女子大学

でした。また、広報での募集をしたところ、個人的に参加して下さる外部ボランティアが数名いまし

た。協力してくれた学校には、活動を終えた２月、YU・らいふ・サポート事業の予算を使って生徒

作品のカレンダーを作成し、お礼としてプレゼントしました。 



 

 

＜ 情報発信活動 ＞ 

１ はじめに 

家庭及び地域社会等との連携のもと特色ある取り組みを行い、交流教育活動を充実させることにより、

学校の活性化と地域社会への理解啓発を推進してきました。本年度は、昨年度までの活動を継続発展する

形で活動を行いました。また、ホームページやブログを更に充実させて発信しました。 

 

２ 目的 

 ・本校の児童生徒の様子や活動を地域社会に向けて広く情報を発信していく。 

・地域住民の特別支援教育に対する理解・啓発の促進を図る。 

 

３ 実施内容 

（１）はあーとわーくす展（児童生徒作品展） 

平成２７年２月１７日（火）～２月２０日（金）までの５日間、コープデイズ神戸北町の１階セント

ラルコートで「はあーとわーくす展」を開催しました。小学部・中学部・高等部の児童生徒作品を展示

しました。場所がオープンスペースなので多くの方々に見ていただくことができ、地域住民の方々から

も多数の感想をいただきました。本校の教育活動の一端を地域住民の方々に見ていただくことで、特別

支援教育への理解と関心を深めていただけることを願い、今後も活動を続けていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）北区ふれあいフェスタ２０１５ 北区障がい者美術作品展  

神戸市北区を中心に、障がいのある方が制作した絵画・書・写真・陶芸・織物等の作品を紹介する「北

区ふれあいフェスタ２０１３・障がい者美術作品展」がイオンモール神戸北にて２月２１日（土）・ 

２２日（日）の２日間、開催されました。本校からは書道部・写真部・高等部３年Ａ班が参加しました。

全体で５点の入選作品のうち本校書道部の作品２点が入選しました。多くの地域の方々に鑑賞していた

だき、障がいのある方の理解・啓発の機会になったと思います。 

啓 発 活 動 



 

（３）行事のポスター配布 

運動会・学習発表会・作品展のポスターを作成し、居住地校など交流先には送付、北鈴蘭台駅・北鈴

蘭台郵便局・北区役所にポスターを掲示しました。本校の取り組みの理解につながればと考えています。 

（４）北区ボランティア協議会の協力によるふれあい交流教育活動・交流鑑賞会 

北区ボランティア協議会のシニアボランティアの方々が本校の授業でふれあい交流活動を実施してい

ます。今年度は中学部３年で国際理解の授業を実施しました。高等部は高等部１・２・３年の音楽（８

回）で民謡、フラダンス、アンサンブルを教えていただきました。高等部３年生は、本校３年生の兄で

バイオリン演奏者による音楽交流もありました。交流鑑賞会は、小学部はコンサートがありました。中

学部は「アンサンブル・フラン」の鑑賞がありました。弦楽器の美しい音色にのせて、有名なクラシッ

クの曲や大好きなアニメの曲などの演奏があり、楽しいひとときを過ごしました。 

（５）地域交流活動  交流校への生徒作品配布 

地域交流活動として、土曜なかよし活動にボランティアとして参加していただいた交流校（桜の宮中

学校・神戸甲北高校・神戸弘陵学園高校・神戸北高校・神戸親和女子大学）に生徒作品を渡しました。

生徒の作品をもとに作ったカレンダーです。いずれの学校ともに大変喜んでくださいました。今後もボ

ランティア活動を継続していただき、本校の児童生徒の障害の特性を理解し、社会性の広がりや豊かな

人間性を育てる機会となればと考えています。 

 

（６）地域ふれあい祭りに参加 

   「かがやき神戸主催」で地域の広陵小・中学校地区の自治会、障碍児・者施設のメンバーで地域ふれあ

い祭りを行っています。広陵小学校で行で行われ、今年度から本校も参加しました。ウェイトリフティ

ング部が演技を披露しました。 

    



 

 

 

４ おわりに 

現在、障害者が差別を受けることなく、障害のない人と共に生活し、共に学ぶ教育（インクルーシブ教

育）を実現することが求められています。今後は、障害のある子どもの個別的なニーズに的確にこたえ

るため「合理的配慮」を適切に行うことが求められ、地域社会との連携をより充実させていくことにな

ります。 

秋に発行した「交流だより」では、本校の交流の様子を知っていただくことができたと思います。来年

度以降も続けて発行し、交流教育活動の活性化を図るとともに、地域との共生社会の実現に向けて働きか

けていきたいと考えております。 

「はあーとわーくす展」では、買い物の帰りに足を止めて作品を見てくださる姿を見て、多くの方々に

作品を見ていただけていることを嬉しく思いました。また、アンケートにも多数ご記入いただきました。

障害を持っていても個性を生かしすばらしい作品であるとの声が多く、心温まる思いでした。 

今後、ますます地域住民や近隣交流校及び近隣施設等との交流活動を活性化し、ボランティアに多く参

加していただけるよう働きかけていきたいと思います。そのことが本校の特別支援教育に対する理解・啓

発の促進を図ることにつながると考えています。 



おわりに 

 

 国におきましては、平成 18 年に国際連合で採択された「障害者の権利に関する条約」

に基づいて、平成 23 年 8 月に「改正障害者基本法」が施行され、障害者がその年齢及び

能力に応じ、かつ、その特性を踏まえた十分な教育が受けられるようにするため、可能

な限り障害者である児童生徒が障害者でない児童生徒と共に教育を受けられるよう配慮

することと規定されました。また、平成 25 年 6 月には「障害を理由とする差別の解消の

推進に関する法律」の公布、9 月には、障害のある児童生徒等の就学先決定のしくみに

関する「学校教育法施行令」の改正が行われました。このように国内法令の整備を行い、

平成 26 年 1 月 20 日付けで我が国の批准が国際連合で承認されました。 

 本県でも、これらの動きを受けて、平成 26 年 3 月に第２期「ひょうご教育創造プラン

（兵庫県教育基本計画）」を策定しました。それを受けて、特別支援教育の充実を一層

図るために「兵庫県特別支援教育第二次推進計画」を策定し、特別支援教育の推進・充

実に努めているところです。 

 さて、本校では、昨年まで「ＹＵ・らいふ・サポート事業」の中で「交流教育活動」

「学校活性化活動」「啓発活動」に取り組んでまいりましたが、今年度より、その事業

は「特別支援学校交流・体験チャレンジ事業」という名称で、県の事業として新しく展

開することとなりました。名称は変わりましたが、今年度もこれまで以上に様々な活動

に取り組んでまいりました。 

「交流教育活動」では、近隣の小学校や中学校と姉妹校交流を実施しました。また居

住地校交流では、居住地にある小学校や中学校へ本校在籍の児童生徒が訪問し地域の同

学年の児童生徒と交流をしました。隣接している高等学校とは、交流及び共同学習とし

て両校の生徒がそれぞれ事前学習を十分行い、また両校の教員による授業前の打合せを

しっかり行うことで、充実した授業を受けることができました。生徒同士の触れ合う様

子は、楽しそうに一緒に授業に取り組んでいる姿が見られました。児童生徒たちは、活

動を通して達成感や充実感を味わうことができました。 

 「学校活性化活動」では、土曜なかよし活動や神養まつりに取り組みました。保護者

や地域の皆様、また関係機関の方々にも参加していただきました。高校生や大学生など

のボランティアの方々にも参加していただき、多くの方々と触れ合えたことは、児童生

徒の貴重な経験となり、学校としても地域に対しての理解啓発につながりました。 

 「啓発活動」では、近隣のショッピングモールや地域のショッピングセンターなどを

会場として、「はあーとわーくす展」や「ふれあいフェスタ」などの催しに児童生徒た

ちの作品を出展しました。ご覧いただいた方々からは、多くのお褒めの言葉をいただき、

障害児・者への理解啓発となりました。 

  以上のように本事業を通して、児童生徒たちは有意義な経験ができました。彼らのさ

らなる成長を見守りながら、これからも開かれた学校として教職員が一丸となって取り

組んでまいりたいと思います。 

 最後になりましたが、本事業の推進にご協力いただきました保護者や地域の皆様をは

じめ、本事業に参加していただいた児童生徒の皆さん、先生方、地域ボランティアの方

々に心から感謝申し上げます。今後も、本事業の推進を通して「自立と社会参加」の実

現に向けて、ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

教頭  森口 隆司 


